
つきのぼうや  
イブ・スパング・オルセン さく・え 
やまのうち きよこ やく （福音館書店） 

ある夜、お月さまがふと下を見ると、池の中

にもう１人お月さまがいるではありませんか。

友だちになりたいと思ったお月さまは、月のぼ

うやに池の中のお月さまをつれてきてくれと

たのみました。 

月のぼうやはかごをさげて元気よく空をか

けおりました。星を蹴飛ばし雲のなかを抜け、

飛行機のそばを通りました。おりていきなが

ら、丸いものに会いましたが、どれもお月さま

ではありません。丘からふもと、船着き場、そ

して水の中へ飛び込みました。水の底で月のぼ

うやは手鏡を拾いました。鏡をのぞいたぼうや

は、「なんてかわいらしいおつきさまだ！」と、

鏡をもってお月さまのもとに帰ります。 

お月さまも鏡のなかの友だちに満足するユ

ーモラスな絵本です。水色を背景にオレンジと

黄色を効かせた縦長の画面で、月のぼうやが下

へとおりていく様子が効果的に表現されてい

ます。読んでもらえば４歳から楽しめます。 

（竹内） 

 

ムギと王さま 

エリナー・ファージョン 作 石井 桃子 訳（岩波書店） 

10 歳のグリゼルダは 110 歳のひいばあちゃんと仲

良く一緒に住んでいました。毎晩グリゼルダは、家に

代々伝わる歌をばあちゃんに歌ってあげます。「ねん

ねこはおどる、ねんねんねん！」ところが、グリゼル

ダは病気で入院し、ひいばあちゃんは養老院に入れ

られてしまいました。退院後、グリゼルダは大家の地

主さんに子守りとして引き取られ、家は売りに出さ

れました。ある日、地主の家を訪れた大学の先生は、

子守りをするグリゼルダの歌に驚き、歌について知

りたがりました。そして、ひいばあちゃんが持ってい

る歌の本がとても高価で貴重なものなので、ぜひ売

ってほしいと申し出ました。グリゼルダはこのお金

で家を買い戻し、またひいばあちゃんと一緒に暮ら

し始めました。(「ねんねこはおどる」) 

このほかにも、木こりの息子が子犬のお陰で王女

さまと結婚する「レモン色の子犬」、小さな娘が偏屈

な父を良い人に変えてしまう「しんせつな地主さん」

など、著者の豊かな感性で紡がれたお話が 27編入っ

ています。温もりのあるペン画の挿絵は、美しく不思

議な雰囲気をよく伝え、お話を一層引き立てます。 

10歳くらいから大人まで。      （池之上） 

 

  書窓 
  

Shoso   
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このページは子どもたちにすすめたい本をとりあげています。本を選ぶときの参考にしてください。  
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10月の開館日

子どもの本だな 106 
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9月の開館日

×印は休館日  ※閉館時は返却ポストをご利用ください。 
(9/21､9/26､10/12 は祝日の振替、9/28～10/3 は特別館内整理) 

開館時間は 10:00～18:00、金曜日は 20:00 まで開館 

＜特別整理期間(曝書)のお知らせ＞ 

下記の期間、特別館内整理期間
等のため休館します。 

９月 26 日(月)～10 月 4 日(火) 
９/26(月)は祝日の振替休館、 
9/27(火)10/4(火)は定例の休館 
※休館中は返却ポストをご利用 
ください。 

■曝書前の本の貸出について■ 

9/12(月)～9/25(日)の２週間、
貸出の期間と冊数を変更します。 
・貸出期間：３週間 
・貸出冊数：  

 ▸町内在住・在勤・在学の方は 20冊 
 ▸広域利用の方は10冊 

 

 



図書館の本棚 434 

８
月
６
日
に
「
聖
徳
太
子
没
後1400

年
記

念
」
に
ち
な
ん
だ
『
伝
統
文
化
de
あ
す
か
イ

チ
』
が
催
さ
れ
た
。
図
書
館
で
は
聖
徳
太
子
に

関
す
る
本
の
展
示
と
聖
徳
太
子
ク
イ
ズ
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
て
お
り
、
そ
の
様
子
を
テ
レ

ビ
局
か
ら
取
材
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
慣
れ

な
い
カ
メ
ラ
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
と
、
小
学

１
年
の
Ｈ
ち
ゃ
ん
が
図
書
館
を
訪
れ
た
。
Ｈ
ち

ゃ
ん
は
、
レ
ポ
ー
タ
ー
の
女
性
に
話
し
か
け
、

『
も
の
ぐ
さ
ト
ミ
ー
』
や
『
ペ
ニ
ー
さ
ん
と
動

物
家
族
』
な
ど
、
お
薦
め
の
絵
本
を
紹
介
し
て

く
れ
た
。
子
ど
も
な
が
ら
も
本
の
お
も
し
ろ
さ

を
他
の
人
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
嬉

し
か
っ
た
。 

 

夏
休
み
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

が
図
書
館
を
訪
れ
て
い
る
。
読
書
感
想
文
の
本

を
探
し
た
り
工
作
の
本
を
選
ん
だ
り
と
目
的

は
様
々
で
は
あ
る
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か

ら
本
や
図
書
館
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
う
考
え
て
、
入
口
の
コ
ー
ナ
ー
に
図

書
館
の
本
を
参
考
に
し
て
作
っ
た
工
作
を
展

示
し
て
み
た
り
、
本
を
探
し
て
い
る
子
ど
も
に

積
極
的
に
話
し
か
け
て
本
を
紹
介
し
た
り
し

て
み
た
。
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
も
、
子
ど
も
た

ち
に
図
書
館
に
通
い
続
け
て
ほ
し
い
、
そ
う
思

い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
で
き
そ
う
な

本
を
読
み
進
め
て
い
る
。 

 
 
 

（
八
木
） 

 

 

 

 

9
月 

10
月 9・10月の移動図書館 （ いずれも木曜日です ） 

8 

日 

6 

日 

塚森 

地域内 

10:30～ 
10:50 

沖代 
ｺﾐｭﾆﾃｨｰ
ｾﾝﾀｰ 

11:00～ 
11:20 

福地(三反長) 
地域内 

14:30～ 
14:50 

米田 

公会堂 

15:00～ 
 15:20 

竹広南 

公民館 
15:30～ 
 15:50 

15 
日 

13 
日 

  

原池団地 

公民館 

15:00～ 
15:20 

山田 

掲示板前 
15:30～ 
 15:50 

原 
太田東地区 
農村交流 
センター 

16:00～16:20 

22 
日 

20 
日 

広坂 

公民館 

10:30～ 
10:50 

上太田 

公民館 

11:00～ 
11:20 

 

 

 

太子 
ニュータウン 
公民館 
15:30～ 
 15:50 

吉福 

公民館 
16:00～ 

16:20 

『 夕暮れに夜明けの歌を  文学を探しにロシアに行く  』  奈倉 有里 著  

  イースト・プレス  269 頁  2021 年 10 月刊  1,800 円 (請求記号)302.3 

本
書
は
、
２
０
０
２
年
の
冬
、
20
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
著
者
が
、

単
身
ロ
シ
ア
に
留
学
し
、
大
学
卒
業
ま
で
の
６
年
間
を
つ
づ
っ
た
ロ
シ

ア
滞
在
記
で
あ
る
。 

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
語
学
学
校
で
出
会
っ
た
エ
レ
ー
ナ
先
生
に
は
、
ロ

シ
ア
語
で
詩
を
読
む
喜
び
を
教
わ
っ
た
。
ブ
ロ
ー
ク
と
い
う
詩
人
の
作

品
に
魅
了
さ
れ
、
後
に
こ
の
詩
人
に
つ
い
て
卒
業
論
文
や
博
士
論
文
を

書
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
本
書
の
書
名
「
夕
暮
れ
に
夜
明
け
の
歌
を
」

は
、
ブ
ロ
ー
ク
の
詩
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。
エ
レ
ー
ナ
先
生
の
す
す
め

で
、
モ
ス
ク
ワ
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
文
学
大
学
に
入
学
、
そ
こ
で
人
生
の
師

と
も
い
え
る
ア
ン
ト
ー
ノ
フ
先
生
に
出
会
っ
た
。「
文
学
研
究
入
門
」
の

授
業
は
、
教
科
書
を
使
わ
ず
、
た
だ
た
だ
先
生
の
「
演
技
の
よ
う
な
」
講

義
が
行
わ
れ
る
。
先
生
の
言
葉
を
「
絶
対
に
聞
き
逃
し
た
く
な
い
。
ひ
と

こ
と
も
。」
と
考
え
た
著
者
は
、
速
記
風
に
メ
モ
を
と
り
、
講
義
の
直
後

に
清
書
す
る
こ
と
に
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
ノ
ー
ト
を
ひ
ら
け
ば
、
い

つ
で
も
先
生
の
声
が
聴
こ
え
、
何
度
で
も
授
業
が
受
け
ら
れ
る
の
だ
。

「
詩
の
形
式
論
」
の
授
業
で
は
、
ブ
ロ
ー
ク
の
「
か
の
女
」
と
い
う
詩
を

繰
り
返
し
聞
き
た
く
な
る
理
由
が
、
音
節
や
リ
ズ
ム
の
特
徴
か
ら
説
明

さ
れ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
「
体
に
電
流
が
走
っ
た
よ
う
な
衝
撃
を

受
け
た
」
と
い
う
。
２
人
の
先
生
の
他
に
も
、
著
者
と
ペ
ア
で
「
勉
強
ば

か
り
し
て
い
る
２
人
の
女
子
学
生
」
と
呼
ば
れ
た
同
室
の
マ
ー
シ
ャ
、

「
真
実
が
書
き
た
い
」
と
つ
ぶ
や
い
た
創
作
科
の
オ
ー
リ
ャ
な
ど
、
ロ

シ
ア
滞
在
中
に
著
者
が
出
会
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
々
が
、
光
と
陰
の
両

面
を
含
ん
で
印
象
的
に
描
か
れ
て
い
る
。 

 

著
者
は
言
葉
の
響
き
に
敏
感
で
、
そ
の
感
性
は
と
き
に
痛
み
を
感
じ

る
ほ
ど
鋭
い
が
、
そ
の
文
章
は
ユ
ー
モ
ア
に
富
み
、
読
み
や
す
い
。「
あ

と
が
き
に
代
え
て
」
で
、
不
穏
な
社
会
情
勢
や
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
る

人
々
、
身
近
な
友
人
に
対
し
て
も
、
自
分
は
無
力
で
な
に
も
で
き
な
か

っ
た
と
嘆
き
な
が
ら
も
、
文
学
と
言
葉
を
学
び
、
楽
し
ん
で
い
た
時
間

は
無
力
で
は
な
か
っ
た
と
振
り
返
る
。
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻

し
て
半
年
の
今
、
両
国
の
文
学
や
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
、
文
学
を
通
し

て
人
に
出
会
う
こ
と
は
、
こ
の
戦
争
を
止
め
る
何
ら
か
の
力
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
池
田
）  

地 

下 

水 

＜お知らせ＞ 

青空リサイクル～ひと箱市～ 
読まなくなった本を持ち寄って、 古
本市を開きます。個人提供なのでど
んな本が集まるかお楽しみに！ 

◎開催日： 10月 16日（日） 
（※雨天中止） 

◎時 間： 10：00～14：00 
（本がなくなり次第終了） 

◎場 所：「ふるさと文化村」中庭 
※本はすべて無料です。 
※本を出したい方は、事前申込が
必要です。 詳しくは、太子町立図
書館まで。または図書館ホームペー
ジをご覧ください。 


